
    DV とは？    最近の DV 事情とは？ 

What’s “DV”? 

 

DV とは― 

「ドメスティック・バイオレンス」とは英語の「domestic violence」をカタカナで表記したものです。略して「ＤＶ」と呼ばれています。 

「ドメスティック・バイオレンス」とは何を意味するかについて明確な定義はありませんが、一般的には「配偶者や恋人など親密な関係にある、 

又はあった者から振るわれる暴力」という意味で使用されることが多いようです。「ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」という言葉は 

正式には使わず、「配偶者からの暴力」という言葉を使うこともあります。 

     暴力の形態 

一口に「暴力」といっても様々な形態が存在します。これらの様々な形態の暴力は単独で起きることもありますが、 

多くは何種類かの暴力が重なって起こっています。また、ある行為が複数の形態に該当する場合もあります。 

     配偶者からの暴力の特徴 

   ＞なぜ逃げる事が出来ないか 

   ＞被害者に不える影響[PTSD]とは 

   ＞子どもに不える影響 

   ＞加害者のタイプ 

 

 

 

 

 

 



 

 

暴力の形態 

 

身体的なもの 

殴ったり蹴ったりするなど、直接何らかの有形力を行使するもの。 

刑法第 204 条の傷害や第 208 条の暴行に該当する違法な行為であり、 

たとえそれが配偶者間で行われたとしても処罰の対象になります。  

 ■平手でうつ   

 ■足でける  

 ■身体を傷つける可能性のある物でなぐる  

 ■げんこつでなぐる  

 ■刃物などの凶器をからだにつきつける  

 ■髪をひっぱる  

 ■首をしめる  

 ■腕をねじる  

 ■引きずりまわす  

 ■物をなげつける 

 

 

精神的なもの 

心無い言動等により、相手の心を傷つけるもの。 

精神的な暴力については、その結果、 PTSD（外傷後ストレス障害）に至るなど、 

刑法上の傷害とみなされるほどの精神障害に至れば、刑法上の傷害罪として処罰されることもあります。  

■大声でどなる  

■「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょうなし」などと言う  

■実家や友人とつきあうのを制限したり、電話や手紙を細かくチェックしたりする  

■何を言っても無視して口をきかない  

■人の前でバカにしたり、命令するような口調でものを言ったりする  



■大切にしているものをこわしたり、捨てたりする  

■生活費を渡さない  

■外で働くなと言ったり、仕事を辞めさせたりする  

■子どもに危害を加えるといっておどす  

■なぐるそぶりや、物をなげつけるふりをして、おどかす 

 

 

性的なもの 

嫌がっているのに性的行為を強要する、中絶を強要する、避妊に協力しないといったもの。  

■見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌をみせる  

■いやがっているのに性行為を強要する  

■中絶を強要する  

■避妊に協力しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

配偶者からの暴力の特徴 

 

●なぜ逃げる事が出来ないのか 

 

（１）恐怖感 

被害者は、「逃げたら殺されるかもしれない」という強い恐怖から、家を出る決心がつかないこともあります。 

（２）無力感 

被害者は暴力を振るわれ続けることにより、「自分は夫から離れることができない」「助けてくれる人は誰もいない」 

といった無気力状態に陥ることもあります。 

（３）複雑な心理 

「暴力を振るうのは私のことを愛しているからだ」「いつか変わってくれるのではないか」との思いから、 

被害者であることを自覚することが困難になっていることもあります。 

（４）経済的問題 

夫の収入がなければ生活することが困難な場合は、今後の生活を考え逃げることができないこともあります。 

（５）子どもの問題 

子どもがいる場合は、子どもの安全や就学の問題などが気にかかり、逃げることに踏み切れないこともあります。 

（６）失うもの 

夫から逃げる場合、仕事を辞めなければならなかったり、これまで築いた地域社会での人間関係など失うものが大きいこともあります。 

 

 

●被害者に不える影響 

 

被害者は暴力により、ケガなどの身体的な影響を受けるにとどまらず、ＰＴＳＤ（post-traumatic stress disorder ：外傷後ストレス障害） 

に陥るなど、精神的な影響を受けることもあります。 

 

【ＰＴＳＤとは】 

地震や台風といった自然災害、航空機事故や鉄道事故といった人為災害、強姦、強盗、誘拐監禁などの犯罪被害等の後に生じる 



特徴的な精神障害ですが、 

配偶者からの繰り返される暴力被害の後にも発症することがあります。ＰＴＳＤの症状としては、自分が意図しないのにある出来事が 

繰り返し思い出され、そのときに感じた苦痛などの気持ちがよみがえったり、体験を思い出すような状況や場面を、意識的または無意識的に 

避け続けたり、あらゆる物音や刺激に対して過敏に反応し、丌眠やイライラが続いたりすることなどがあります。 

 

 

●子どもに不える影響 

 

暴力を目撃したことによって、子どもに様々な心身の症状が現れることもあります。また、暴力を目撃しながら育った子どもは、 

自分が育った家庭での人間関係のパターンから、感情表現や問題解決の手段として暴力を用いることを学習することもあります。 

 

 

●加害者のタイプ 

 

暴力を振るう加害者については、一定のタイプはなく、年齢、学歴、職種、年収に関係がないといわれます。人当たりが良く、社会的信用もあり、 

周囲の人からは「家で妻に対して暴力を振るっているとは想像できない」と思われている人もいます。 

加害者の中には、家庭という密室の中でのみ暴力を振るう人もいますが、普段から誰に対しても暴力的で、見知らぬ人に対しても言いがかりをつけて 

暴力を振るう人もいます。 

また、アルコール依存や薬物依存、精神障害等が関連して暴力を振るっていると考えられる人もいます。加害者が暴力を振るう理由は様々あると 

考えられますが、その背景には社会における男尊女卑の考え方の残存があると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




